
大
変
な
一
年
の
幕
開
け
と
な

り
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
、
そ
の

ご
家
族
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

一
日
も
早
く
穏
や
か
な
日
々
が

訪
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
あ

げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
末
は
、
自
民
党

の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
を
め

ぐ
る
問
題
で
持
ち
き
り
で
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
『
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
』
日
曜
版
が
疑
惑
を
指
摘
し
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
上
脇
博
之

神
戸
学
院
大
学
教
授
（
憲
法
学
）

が
政
治
団
体
の
政
治
資
金
収
支

報
告
書
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
買
っ
た
業
界

の
政
治
団
体
側
に
は
支
出
と
し

て
記
載
が
あ
る
の
に
、
売
っ
た

派
閥
側
に
は
記
載
が
な
い
例
が

い
く
つ
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら

（
政
治
資
金
規
正
法
で
は
、
１

回
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
同
じ
者
が

20
万
円
を
超
え
て
支
払
っ
た
場

合
は
、
政
治
資
金
収
支
報
告
書

に
氏
名
、
住
所
、
金
額
等
を
記

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）
、

政
治
資
金
規
正
法
違
反
で
東
京

地
検
に
告
発
し
た
も
の
で
し
た
。

実
は
上
脇
教
授
が
政
治
家
や

政
治
団
体
を
告
発
し
た
の
は
、

今
回
が
初
め
て
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
上
脇
教
授
は
、
「
政
治
資

金
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
の
代
表
で
、

政
治
家
や
政
治
団
体
の
〈
収
〉

と
〈
支
〉
を
調
査
し
て
、
こ
れ

ま
で
も
何
度
も
問
題
提
起
し
て

き
ま
し
た
。

今
回
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
問
題

が
表
面
化
し
た
の
は
、
政
治
団

体
に
政
治
資
金
収
支
報
告
書
の

作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
て
、

そ
れ
が
ち
ゃ
ん
と
公
開
さ
れ
て

い
た
か
ら
こ
そ
（
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
を
上
脇
教
授
が
丹
念
に
調

査
し
た
か
ら
こ
そ
で
す
が…

）
。

〝
ザ
ル
〟
法
と
い
わ
れ
る
政
治

資
金
規
正
法
で
あ
っ
て
も
、
記

録
が
残
さ
れ
、
そ
れ
が
公
開
さ

れ
る
範
囲
で
は
、
市
民
や
マ
ス

コ
ミ
が
追
及
す
る
道
具
と
な
り

得
る
の
で
す
。
反
対
に
、
ザ
ル

の
隙
間
が
い
く
ら
小
さ
く
な
っ

て
も
、
記
録
が
闇
の
中
で
は
、

問
題
が
明
る
み
に
出
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
秘
密
法
と
共
謀
罪
に

反
対
す
る
愛
知
の
会
は
、
情
報

が
き
ち
ん
と
公
開
さ
れ
る
社
会

を
目
指
し
て
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
秘
密
保
護
法
な
ん
て
、
政

府
が
自
分
に
不
都
合
な
情
報
を

恣
意
的
に
非
公
開
に
し
て
隠
蔽

す
る
こ
と
を
許
し
か
ね
な
い
法

律
で
す
か
ら
、
強
く
反
対
し
て

き
ま
し
た
。

民
主
主
義
の
基
本
は
、
市
民

が
、
政
府
や
議
員
が
何
を
し
て

い
る
の
か
、
何
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
で
す
。
政
府
や
議
員
が

何
を
し
て
い
る
の
か
、
何
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
か
を
知
ら
な

い
ま
ま
で
は
、
正
し
く
政
府
を

批
判
し
、
正
し
く
議
員
を
選
挙

す
る
こ
と
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
。

今
回
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
問
題

で
、
自
民
党
が
、
市
民
の
日
々

の
暮
ら
し
を
良
く
し
よ
う
と
考

え
て
政
治
を
し
て
い
る
の
で
な

い
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
購
入
し

て
く
れ
る
大
企
業
の
方
を
向
い

て
い
る
の
だ
と
、
み
な
が
気
づ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

発
足
以
来
、
ろ
く
な
こ
と
を

し
て
き
て
い
な
い
岸
田
政
権

（
前
政
権
も
前
々
政
権
も
ず
っ

と
で
す
が…

）
を
退
陣
に
追
い

込
み
、
自
民
党
政
治
を
終
焉
さ

せ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
の
一

年
を
、
ち
ゃ
ん
と
市
民
に
向
き

合
い
、
市
民
の
暮
ら
し
を
ま
も

る
た
め
の
政
治
を
つ
く
る
出
発

点
と
し
ま
し
ょ
う
。

１
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あ
ら
た
め
て
、
情
報
が
き
ち
ん
と
公
開
さ
れ

る
意
義
を
考
え
る

代
表
（弁
護
士
）
濵
嶌
将
周



２
０
２
３
年
12
月
５
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
海
渡
雄
一
さ
ん

に
表
題
の
テ
ー
マ
で
ご
講
演
頂

き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を

報
告
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
に
成
立
し
た
経

済
安
保
法
は
、
①
特
定
重
要
物

資
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強

化
、
②
基
幹
イ
ン
フ
ラ
役
務
の

重
要
設
備
の
導
入
・
維
持
管
理

等
の
委
託
の
事
前
審
査
、
③
先

端
的
な
重
要
技
術
の
研
究
開
発

の
官
民
協
力
（
罰
則
の
つ
い
た

守
秘
義
務
あ
り
）
、
④
原
子
力

や
高
度
な
武
器
に
関
す
る
技
術

の
特
許
非
公
開
を
４
本
柱
と
す

る
法
律
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
基
幹
イ
ン
フ
ラ

か
ら
中
国
企
業
を
締
め
出
す
た

め
の
も
の
で
、
例
え
ば
、
重
要

物
資
を
中
国
以
外
の
国
か
ら
中

国
よ
り
も
高
値
で
輸
入
し
た
場

合
に
、
国
（
日
本
）
が
そ
の
差

額
を
補
助
す
る
よ
う
な
制
度
が

あ
る
。

過
去
に
も
、
製
品
を
中
国
に

輸
出
し
た
だ
け
で
、
軍
事
転
用

可
能
な
技
術
を
輸
出
し
た
と
し

て
、
関
係
者
が
逮
捕
勾
留
さ
れ

た
冤
罪
事
件
（
大
川
原
化
工
機

事
件
）
や
、
日
本
企
業
と
中
国

企
業
と
の
合
弁
事
業
が
政
府
の

介
入
に
よ
り
ス
ト
ッ
プ
す
る
よ

う
な
事
例
も
起
き
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、
中
国
企
業
を

排
除
す
る
法
整
備
（
国
防
権
限

法
）
を
進
め
て
い
る
。
２
０
２

０
年
８
月
に
ク
ラ
ッ
ク
国
務
次

官
が
日
本
企
業
６
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

等
）
を
呼
び
出
し
て
中
国
５
社

の
製
品
を
排
除
し
ろ
と
命
じ
て

い
る
。

経
済
安
保
法
は
２
０
２
１
年

４
月
の
菅
・
バ
イ
デ
ン
日
米
共

同
声
明
を
具
体
化
し
た
も
の
で

あ
り
、
中
国
系
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

を
締
め
出
す
た
め
の
も
の
だ
。

③
（
官
民
協
力
）
に
つ
い
て
も
、

デ
ー
タ
の
公
開
と
自
由
な
批
判

こ
そ
科
学
の
生
命
線
で
あ
り
、

罰
則
付
き
の
守
秘
義
務
が
課
さ

れ
た
官
民
協
力
で
は
、
研
究
を

窒
息
死
さ
せ
か
ね
な
い
。

そ
の
後
、
２
０
２
３
年
に
成

立
し
た
武
器
・
兵
器
産
業
の
開

発
生
産
基
盤
強
化
法
は
、
軍
需

産
業
強
化
法
で
あ
り
、
武
器
を

取
扱
う
者
に
広
汎
な
守
秘
義
務

を
課
し
て
お
り
企
業
版
秘
密
保

護
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
が

武
器
産
業
の
維
持
強
化
の
た
め

資
金
を
出
し
、
そ
れ
で
も
た
ち

ゆ
か
な
い
企
業
は
国
有
化
す
る

と
い
う
驚
く
べ
き
内
容
に
な
っ

て
お
り
、
日
本
を
平
和
国
家
か

ら
死
の
商
人
国
家
へ
と
堕
落
さ

せ
る
も
の
だ
。
現
在
、
福
島
県

に
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー

ス
ト
と
呼
ば
れ
、
軍
民
両
用
デ
ュ

ア
ル
ユ
ー
ス
の
研
究
開
発
拠
点

の
一
つ
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ

れ
る
場
所
が
あ
り
、
巨
大
な
軍

産
学
複
合
体
が
出
現
す
る
危
険

性
が
あ
る
。

次
の
通
常
国
会
に
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
（
Ｓ
Ｃ
）

束
ね
法
案
が
出
て
く
る
。
Ｓ
Ｃ

は
、
経
済
安
保
４
分
野
を
特
定

秘
密
保
護
法
の
中
に
取
り
込
む

も
の
で
あ
る
。
特
定
秘
密
保
護

法
に
お
け
る
適
性
評
価
の
対
象

の
大
半
は
公
務
員
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
が
膨
大
な
民
間
人
に
広
が

る
。
罰
則
も
懲
役
10
年
以
下
と

重
い
も
の
で
あ
る
と
予
想
さ
れ

る
。高

市
大
臣
が
、
Ｓ
Ｃ
に
つ
い

て
特
定
秘
密
保
護
法
改
正
で
は

な
く
、
経
済
安
保
法
の
新
た
な

章
立
て
で
対
応
す
る
と
述
べ
て

お
り
、
反
対
の
声
を
起
き
に
く

く
し
て
い
る
。

軍
民
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
の
最

先
端
で
は
、
Ａ
Ｉ
兵
器
や
兵
器

の
強
化
改
造
な
ど
危
険
な
研
究

が
進
ん
で
い
る
が
、
Ｓ
Ｃ
に
よ

り
、
何
が
研
究
さ
れ
て
い
る
の

か
公
に
討
論
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

米
中
関
係
、
日
中
関
係
は
か

つ
て
な
く
緊
張
し
て
い
る
が
、

経
済
安
保
法
が
施
行
さ
れ
中
国

Ｉ
Ｔ
企
業
の
締
め
出
し
が
始
ま

れ
ば
、
中
国
は
大
き
な
経
済
的

な
報
復
に
打
っ
て
出
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
日
本
の
多
く
の
市
民

は
、
日
本
の
経
済
安
保
法
が
原

因
と
は
理
解
し
て
い
な
い
た
め
、

２

学
習
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
を
開
催

「
経
済
安
保
法
『
改
正
』
の
名
の
も
と
に

大
拡
大
す
る
秘
密
法
体
制
」

報
告
：
中
川
匡
亮
（事
務
局
長
）

112コマの講演資料の表紙
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「
中
国
け
し
か
ら
ん
」
と
い
う

大
合
唱
に
な
り
一
気
に
戦
争
前

夜
の
モ
ー
ド
に
な
り
得
る
。
こ

の
よ
う
な
環
境
で
Ｓ
Ｃ
束
ね
法

案
を
制
定
す
れ
ば
、
日
中
の
平

和
を
呼
び
か
け
た
り
、
中
国
に

普
通
の
製
品
を
輸
出
し
た
だ
け

で
ス
パ
イ
扱
い
を
さ
れ
か
ね
ず

日
中
の
戦
争
を
一
層
現
実
的
に

し
て
し
ま
う
。

政
府
は
、
現
行
の
健
康
保
険

証
を
２
０
２
４
年
秋
に
廃
止
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康

保
険
証
を
一
体
化
す
る
方
針
で

す
。し

か
し
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と

保
険
証
の
一
体
化
（
マ
イ
ナ
保

険
証
）
を
め
ぐ
っ
て
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
使
っ
た
際
に
、
別
人

の
情
報
が
ひ
も
付
け
ら
れ
た
り
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
負
担
割
合

が
間
違
っ
て
表
示
さ
れ
る
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
ま

す
。「

現
行
の
健
康
保
険
証
を
残

し
て
」
請
願
署
名
は
、
愛
知
県

保
険
医
協
会
や
愛
知
県
社
会
保

障
推
進
協
議
会
、
愛
知
民
医
連
、

愛
知
県
医
労
連
な
ど
で
幅
広
く

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
愛
知
県
保
険
医
協

会
で
は
、
署
名
集
約
の
合
計
が

４
万
５
千
筆
に
到
達
。
朝
日
新

聞
の
全
県
折
り
込
み
（
９
月
）

で
は
３
６
０
０
筆
、
扶
桑
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
か
ら
は
町
内
会

員
全
員
約
１
３
０
０
人
に
署
名

を
配
布
す
る
協
力
も
得
ま
し
た

（
10
月
）
。
県
内
各
地
で
の
学

習
会
は
38
カ
所
を
数
え
て
い
ま

す
。11

月
９
日
、
30
日
の
国
会
要

請
行
動
で
は
、
地
元
選
出
国
会

議
員
へ
の
要
請
を
行
い
、
６
月

ま
で
の
通
常
国
会
で
の
紹
介
を

含
め
て
合
計
12
人
の
紹
介
を
得

て
提
出
し
ま
し
た
（
写
真
）
。

内
訳
：
立
憲
民
主
党
７
人
（
牧

義
夫
・
重
徳
和
彦
・
近
藤
昭
一
・

吉
田
統
彦
・
伴
野
豊
・
斎
藤
嘉

隆
・
田
島
麻
衣
子
）
、
国
民
民

主
党
２
人
（
古
川
元
久
・
大
塚

耕
平
）
、
共
産
党
２
人
（
本
村

伸
子
・
井
上
哲
士
）
、
与
党
だ

が
自
民
党
の
神
田
憲
次
議
員
も

紹
介
・
提
出
。

引
き
続
き
、
世
論
に
訴
え
、

学
習
会
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、

現
行
保
険
証
を
残
す
よ
う
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
愛
知
県
保
険
医
協
会
は
「
国

民
医
療
の
充
実
と
向
上
を
は
か
る
」

「
保
険
医
の
生
活
と
権
利
を
守
る
」

を
目
的
に
医
師
・
歯
科
医
師
９
、
１

１
０
人
で
構
成
）

先
日
、
携
帯
電
話
の
申
込
み

に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
店
舗
を
訪

れ
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
も
運
転
免
許
証
も
持
っ
て
い

な
い
私
は
保
険
証
と
預
金
通
帳
、

年
金
手
帳
・
日
本
年
金
機
構
か

ら
の
通
知
書
（
は
が
き
）
を
用

意
し
ま
し
た
。

し
か
し
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
店
舗

の
職
員
か
ら
「
保
険
証
」
で
は

身
分
の
証
明
に
な
り
ま
せ
ん
と

無
慈
悲
に
通
告
さ
れ
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
馬
鹿
な
、
保
険
証
は

ま
だ
廃
止
さ
れ
て
い
な
い
の
に

な
ぜ
で
す
か
」
と
私
。

職
員
と
の
会
話
で
分
か
っ
た

こ
と
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
方

針
の
よ
う
だ
。
政
府
の
圧
力
か

ド
コ
モ
の
「
忖
度
」
か
は
と
も

あ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
た
な
い
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

従
わ
な
い
者
は
と
こ
と
ん
い
じ

め
る
と
い
う
政
府
の
意
向
が
如

実
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま

せ
ん
か
。

（
Ka)

３

現
行
の
健
康
保
険
証
を
残
そ
う
！

愛
知
県
保
険
医
協
会

投
稿

日
中
戦
争
を
回
避
す
る
た
め
に
、

Ｓ
Ｃ
束
ね
法
案
の
制
定
を
食
い

止
め
た
い
。

近藤昭一議員（右）に提出本村伸子議員（右）に提出

講演資料は下のＱＲコード

↓

「
保
険
証
は
身
分
証
明

に
な
り
ま
せ
ん
・
し
ま

せ
ん
」（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
）



４

秘密法と共謀罪に反対する愛知の会

12周年総会・記念講演会を開催します

秘密保護法が強行成立から10年以上が過ぎました。私たちの懸念通り、言論空間は萎縮し、軍備

拡大が進み、｢新しい戦前｣の様相を呈しています。

政権への信頼は地に落ちる中で、政府は｢秘密｣を扱う資格を定めるセキュリティ・クリアランス

（適性評価）を経済安保分野に拡大する法案を強行しようとしています。秘密保護法制を経済や研

究開発の分野に拡大するものです。10年の拘禁という重罰を背景として、自由な言動、経済活動、

研究が封じられ、普通の仕事に従事するはずの人々が否応なく戦争に動員されていくことになります。

広範な人々を絡め取る秘密保護法制の強化・拡大を許さず、平和と自由を守り抜くために、今、

私たちが何をするべきか、一緒に考えましょう。お集まりください。

12周年総会・記念講演会スケジュール

日 時：4月13日（土）開場13：15

13：30～ 第１部 総会
14：10～ 第２部 記念講演

場 所：鯱城ホール 伏見ライフプラザ５F

※記念講演 参加費 ８００円 （非会員の方も参加歓迎）

地下鉄「伏見」下車 ６番出口南へ徒歩７分
地下鉄「大須観音」駅下車 ４番出口北へ７分

経済安保

「セキュリティ・クリアランス」
が狙うもの

講師 中野晃一さん

※記念講演はオンラインで
の参加も可能です

Peatixサイトか
ら申し込み願い
ます。

申込みQRコード
→

上智大学教授・政治学
「安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市
民連合」の呼びかけ人など市民運動家でもある

月
に
一
度
街
頭
で
の
宣
伝

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

秘
密
法
の
実
質
改
訂
・
経

済
安
保
法
や
土
地
規
制
法
に

基
づ
く
地
域
指
定
の
問
題
な

ど
、
時
々
の
課
題
を
ス
ピ
ー

チ
で
、
チ
ラ
シ
や
「
極
秘
通

信
」
の
配
布
を
通
し
て
市
民

に
訴
え
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す

〈今
後
の
予
定
〉

１
月
30
日
（火
）

11
時
30
分
～
12
時
30
分

２
月
29
日
（木
）

12
時
～
13
時

場
所
は
栄
・ラ
シ
ッ
ク
東
側

イ
ベ
ン
ト
案
内

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「問
題
だ
ら

け
の
マ
イ
ナ
保
険
証
を
斬
る
！

・２
月
10
日(

土)

13:

30
～
16:

00

・Zoo
m

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催

第
１
部

基
調
講
演

「マ
イ
ナ
保
険
証
の
先
に
何
が
あ

る
か
？
」

講
師斎

藤
貴
男
氏
（ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

第
２
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
リ
ス
ト

斎
藤
貴
男
氏

杉
藤
庄
平
氏
（歯
科
医
師
）

加
藤
光
宏
氏
（弁
護
士
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

新
海

聡
氏
（弁
護
士
）

<

参
加
申
込
み>

主
催

愛
知
県
弁
護
士
会

※
あ
い
ち
総
が
か
り
行
動
総
会

記
念
講
演

「間
違
い
だ
ら
け
の
政
府
ー

困
窮
す
る
わ
た
し
た
ち
」

講
師

金
子
勝
氏

・２
月
17
日
（土
）
14:

40
～

・名
古
屋
市
公
会
堂
第
７
集
会
室

街
頭
宣
伝
活
動

毎
月
や
っ
て
い
ま
す

ス
ピ
ー
チ
す
る
濵
嶌
代
表

11
月
28
日

ウェビナー事
前登録QRコー
ドから（無料）

↓↓

記
念
講
演


